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輸入感染症へのアプローチ

診察の前に



診察する前の注意事項

原因は必ずしも渡航関連とはかぎらない．日常診療でみる感染症
（肺炎，尿路感染症等）の想定を忘れない

渡航地域，渡航前予防の有無，潜伏期間，曝露歴で疾患を絞り込む

熱帯熱マラリアの否定が最重要．サハラ以南アフリカは要注意！



診察時の感染予防策

 患者が来院する前に，必要な感染予防策を準備する

     空気感染予防：結核、麻疹、水痘

飛沫感染予防：インフルエンザ，COVID19等

接触感染予防：感染性腸炎等

特殊な対応が必要：MERSなど→対応可能な施設/感染症科へコンサルト



診察

①渡航地域を詳細に聴取する
・ex: 同じ国でも地域でマラリアのリスクが違う．デング熱は基本的に都市部
・直近の渡航以外の渡航歴も診断に役立つことがある.  1年くらいの渡航歴を聴取

②渡航前のワクチン・マラリア予防内服の有無
・ワクチンを受けていれば除外できる疾患も多い

（A型肝炎, B型肝炎, 日本脳炎, 麻疹, 風疹, 髄膜炎菌, 黄熱, 腸チフス）
・マラリア予防内服の内容（アドヒアランスも確認）

③渡航期間から，潜伏期間を計算する（潜伏期間で疾患が絞れる）
④渡航地での曝露歴の確認



①渡航地域を詳細に聴取する

①渡航地域を詳細に聴取する

ex: 同じ国でも地域でマラリアのリスクが違う．デング熱
は基本的に都市部

直近の渡航以外の渡航歴も診断に役立つことがある.  1年く
らいの渡航歴を聴取



渡航先の感染症情報について調べる

 有用なサイト
・FORTH：厚生労働省検疫所のサイト．海外の感染症の最新の流行状況や予防方法などを紹介
・CDC Travelers’ Health：米国CDCのサイト．渡航国毎に，ワクチンで予防可能な疾患や曝露源別に注意が必要な疾
患等について紹介
・Fit for travel：Public Health Scotland (PHS)が作成. 海外旅行関連のヘルス情報をUKの旅行者に提供している
・Malaria atlas project：オーストラリアのパースに拠点を置く非営利学術団体が提供. マラリアの流行地域をわかり
やすく地図で表示
・ProMED mail：The Program for Monitoring Emerging Diseases (ProMED). International Society for 
Infectious Diseases (ISID)による．感染症の最新アウトブレイク情報を提供
・DONs：Disease Outbreak News．WHOが国際的に懸念する感染症アウトブレイクについて情報提供
・CIDRAP :  Center for Infectious Disease Research and Policy．2001年に設立されたミネソタ大学による感染症
ニュース情報を掲載する

 有用な本
・グローバル感染症マニュアル
・輸入感染症 A to Z



FORTH
 厚生労働省検疫所のサイト
 海外の感染症の最新の流行状況や予防方法な

どを紹介



 米国CDCのサイト
 渡航国毎に，ワクチンで予

防可能な疾患や曝露源別に
注意が必要な疾患等につい
て紹介

CDC Travelers’ Health



 Public Health 
Scotland (PHS)が作成

 海外旅行関連のヘルス
情報をUKの旅行者に提
供している

Fit for travel



 マラリアの流行状況も確認可能

Fit for travel



 オーストラリアのパース
に拠点を置く非営利学術
団体が提供

 マラリアの流行地域をわ
かりやすく地図で表示

 拡大してさらに地域毎の
細かい情報も確認可能

Malaria atlas project



 The Program for 
Monitoring Emerging 
Diseases (ProMED)

 International Society 
for Infectious Diseases 
(ISID)により1994年に設
立

 感染症の最新アウトブレ
イク情報を提供

ProMED mail



その他有用なサイト
DONs：Disease Outbreak News
WHOが国際的に懸念する感染症アウトブレイクにつ
いて情報提供

CIDRAP :  Center for Infectious Disease Research 
and Policy
2001年に設立．ミネソタ大学により感染症ニュース情
報を掲載



有用な本

輸入感染症 A to Z 忽那先生 著 

グローバル感染症マニュアル
改訂第2版

編集：
国立国際医療研究センター
国際感染症センター

近日発売予定
！！！！！



②渡航前のワクチン・マラリア予防内服の有無

②渡航前のワクチン・マラリア予防内服の有無

・ワクチンを受けていれば除外できる疾患も多い

・マラリア予防内服の内容（アドヒアランスも確認）



渡航前のワクチン・マラリア予防内服の有無

  渡航前のワクチン
しっかりワクチンを受けていれば除外できる疾患も多い

A型肝炎，B型肝炎，腸チフス，コレラ，日本脳炎，狂犬病，麻疹・風疹・水痘・ムンプス，
髄膜炎菌，ダニ脳炎，ポリオ，黄熱

・A型肝炎のワクチン：予防効果 ほぼ100%
・B型肝炎のワクチン：３回接種での抗体の獲得は約90%
・腸チフスのワクチン：予防効果は60-70％．パラチフスは予防できない

 防蚊対策の有無
マラリア予防内服の有無・内容（アドヒアランスも確認）
・マラリア予防内服：予防効果は90%程度



③渡航期間から，潜伏期間を計算する

③渡航期間から，潜伏期間を計算する
（潜伏期間でかなり疾患が絞れる）



潜伏期間により感染症を推測する

Short （＜10日） Medium（11-21日） Long （＞30日）
・デング熱
・チクングニア熱
・ジカ熱
・黄熱
・マラリア※
・リケッチア症
・インフルエンザ
・COVID19
・ウイルス性出血熱
（2-16日程度）
・レプトスピラ症（3-
14日程度）

・マラリア※
・腸チフス・パラチフス
（7-14日程度）
・麻疹
・トリパノソーマ症
・ブルセラ症（1-4週程
度）
・トキソプラズマ症
・Q熱
・ウイルス性出血熱
（2-16日程度）
・レプトスピラ症（3-
14日程度）

・マラリア※
・結核
・ウイルス性肝炎（A, B, 
C, E）
・類鼻疽
・急性HIV感染症
・住血吸虫
・フィラリア症
・アメーバ肝膿瘍
・リーシュマニア症

※マラリアは7-30日であり，原虫種による．P. falciparumは短く，P. malariaeは長い
（https://www.cdc.gov/malaria/hcp/clinical-features/index.html）

Spira AM. Lancet. 2003; 361; 
1459-69などを参考に改変

https://www.cdc.gov/malaria/hcp/clinical-features/index.html


④渡航地での曝露歴の確認

④渡航地での曝露歴の確認



確認すべき曝露歴

以下を確認

 動物接触歴（節足動物（蚊，ダニなど）
含む）

 喫食歴
 環境曝露歴（水，土壌）
 性交渉歴



動物接触歴（節足動物（蚊，ダニなど）含む

動物接触歴（節足動物（蚊，ダニなど）含む



動物接触歴

媒介生物 疾患

蚊 ハマダラカ
（Anopheles)

マラリア，フィラリア

ヤブカ(Aedes) 黄熱，デング熱，チクングニア熱，ジカ熱，ウエストナイル熱，
リフトバレー熱，東部ウマ脳炎，ベネズエラウマ脳炎

イエカ(Culex) 日本脳炎，ウエストナイル熱，セントルイス脳炎，西部ウマ脳炎
ダニ ライム病，エーリキア症，ダニ媒介性脳炎，ダニ媒介性回帰熱，

リケッチア症，クリミアコンゴ出血熱，Q熱，野兎病，バベシア
症等，SFTS，ハートランドウイルス感染症，オムスク出血熱，
コロラドダニ熱，ポワッサンウイルス感染症，キャサヌル森林病

ハエ ツェツェバエ アフリカトリパノソーマ病（アフリカ睡眠病）
サシチョウバ
エ

リーシュマニア症，オロヤ熱（カリオン病）

ブユ
（blackfly）

オンコセルカ症

その他 蠅蛆症
シラミ シラミ媒介性回帰熱，塹壕熱，発疹チフス
ノミ ペスト，スナノミ症，発疹熱
サシガメ アメリカトリパノソーマ（シャーガス病）

節足動物か
ら感染しう
る感染症

「新訂第4版 感染症診療の手引き」等を参考に改変



蚊・マダニ媒介感染症

蚊・マダニ媒介感染症

※この後のスケジュールで
詳しい話があるため省略



動物接触歴

動物から感染し
うる感染症

動物 感染症
イヌ トキソカラ症（イヌ回虫症），単包虫エキノコッカス症，カプ

ノサイトファーガ感染症
ネコ ネコひっかき病，トキソプラズマ，トキソカラ症（ネコ回虫

症），パスツレラ感染症
サル Bウイルス，エボラ出血熱，マールブルク病
ネズミ ペスト，レプトスピラ症，ラッサ熱，ハンタウイルス感染症

（腎症候性出血熱，ハンタウイルス肺症候群），鼠咬症
コウモリ マールブルグ病，ニパウイルス感染症，リッサウイルス感染症，

ヒストプラズマ症
哺乳類 狂犬病，Q熱(ネコ，ウシ，ヒツジなど)，多包虫症エキノコッカ

ス（キツネ），MERS（ラクダ），野兎病（ウサギ等），炭疽症
（ウシ，ウマ等），ブルセラ症（ウシ，ヒツジ，ブタ，イヌ
等），アライグマ回虫症（アライグマ），ヘンドラウイルス感
染症（ウマ）

鳥 オウム病，クリプトコックス症
その他 サルモネラ症（爬虫類，鑑賞魚） 等

「厚生労働省 動物由来感染症ハンドブック2013」等 参考に改変



喫食歴

喫食歴



喫食歴

喫食歴 感染症
水 A型/E型肝炎，腸チフス，コレラ，サルモネラ感染症，ノロウ

イルス感染症，細菌性赤痢，アメーバ赤痢，ジアルジア症，
腸管原虫症（サイクロスポーラ症 等），エルシニア属菌によ
る食中毒，メジナ虫症

米・穀物 黄色ブドウ球菌やセレウス菌による食中毒
乳製品 ブルセラ症，Q熱，リステリア
肉 無鉤条虫症（牛肉），有鉤条虫症（豚肉），サルモネラ感染

症，腸管出血性大腸菌感染症，カンピロバクター感染症，ト
キソカラ症（鳥肉，牛肉），旋毛虫症（豚，猪，熊肉 等）

魚介類 日本海列島条虫（サクラマス等），広節列島条虫（パーチ，
ニジマス等）
海水：アニサキス症，腸炎ビブリオ
淡水：肺吸虫（サワガニ），肝吸虫（コイ等の淡水魚），横
川吸虫（アユ等），顎口虫（雷魚，ドジョウ）

野菜 肝蛭症（クレソン等），神経嚢中症
その他 ボツリヌス（缶詰等），サルモネラ（爬虫類），広東住血吸

虫（カタツムリ，ナメクジ）

食品媒介感
染症

Spira AM. Lancet. 2003; 361; 1459-69などを参考に改変



喫食歴（渡航者下痢症）



渡航者下痢症

小腸型・大腸型

小腸型 大腸型
機序 非炎症性（エンテロトキシン，

上皮吸着・表面的な浸潤）
炎症性（侵襲性，細胞毒素）

部位 上部小腸 大腸
便 水様便 少量の血便，粘液便
便中白血球 なし 多核白血球
随伴症状 嘔気・嘔吐 渋り腹，下腹部痛，発熱
原因微生物 【ウイルス】

ロタウイルス, ノロウイルス
【細菌】
赤痢菌
腸管侵入性大腸菌（EIEC)
腸管出血性大腸菌（EHEC）
Salmonella enteritidis
Vibrio parahaemolyticus
Clostridioides difficile
Campylobacter jejuni
Entamoeba histolytica
Yersinia

【細菌】
毒素原性大腸菌（ETEC）
腸管病原性大腸菌（EPEC）
腸管凝集性大腸菌（EAEC）
Clostridium perfrigens
Bacillus cereus
Staphylococcus aureus
Vibrio cholerae
Aeromonas hydrophia
Plesiomonas shigelloides
【原虫】
Giargia lamblia
Cryptosporidium parvum
Cyclospora cayetenensin
Microsporidia



渡航者下痢症

潜伏期間 病原体
～24時間 毒素型
～1週間 ウイルス・細菌
1～2週間 or それ以上 寄生虫

持続期間 原因
急性下痢症 ≦14日 ウイルス，細菌が主
持続性下痢症 ＞14日 寄生虫が主
慢性下痢症 ＞30日 非感染性，薬剤性，過敏性腸症候群，機能性下痢，

炎症性腸疾患，吸収不良症候群…が主

潜伏期間による鑑別

持続期間による鑑別



環境曝露歴（水，土壌），性交渉歴

環境曝露歴（水，土壌）
性交渉歴



環境曝露・性交渉

環境曝露歴（水，土壌）
性交渉歴

etc…

曝露 病原体/疾患
水 レプトスピラ症，レジオネラ肺炎，住血吸虫症，アカントアメー

バ感染症，ネグレリア症，いわゆるAVEEM（Aeromonas 
hydrophila,  Vibrio vulnificus,  Erysipelothrix rhusiopathiae,  
Edwardsiella tarda,  Mycobacterium marinumによる感染
症）

土壌 鉤虫症，糞線虫，スナノミ症，レプトスピラ症，破傷風，類鼻疽，
輸入真菌症（コクシジオイデス症，ヒストプラズマ症，ブラスト
ミセス症 等）

性感染症 HIV感染症，HBV感染症，HCV感染症，梅毒，クラミジア感染症，
淋病，ヘルペス感染症，HPV感染症

sick contact
（病人との接触）

結核 等

「新訂第4版 感染症診療の手引き」等を参考に改変



症状から鑑別

＋症状から疾患を鑑別する



症状・所見 想定される感染症
発疹 アルボウイルス感染症（デング熱など），腸チフス，リケッチア感染症，

梅毒，麻疹，風疹，mpox，HIV，パルボウイルス，伝染性単核球症…

黄疸 ウイルス性肝炎（A～E），熱帯熱マラリア，黄熱，レプトスピラ症，ウ
イルス性出血熱…

リンパ節腫脹 HIV，梅毒，結核，播種性真菌症（ヒストプラズマなど），伝染性単核球
症，ネコひっかき病，野兎病，ブルセラ症…

肝腫大 急性肝炎，マラリア，アメーバ肝膿瘍，肝蛭症，レプトスピラ症，伝染
性単核球症…

出血傾向 デング熱，ウイルス性出血熱，黄熱…

ここを語りだすと長くなるので簡単な説明のみで割愛

Leggat PA. August Fam Physician 36. 2007を参考に改変 



実際の診療



マラリア，デング熱，腸チフス

３大渡航疾患
マラリア，デング熱，腸チフス

＋急性下痢症，急性呼吸器感染症，動物咬傷

※とにかくマラリアを見逃さない！！！
（治療が遅れると死亡，後遺症のリスクが上昇）



検査

一般的な検査

血液培養 腸チフス，パラチフス

便培養・鏡検 渡航者下痢症，腸管寄生虫症

迅速抗原・抗体検査 インフルエンザ，COVID19

特定の医療機関で可能な検査

血液ギムザ染色 マラリア，回帰熱，バベシア症など

迅速抗原抗体検査 マラリア，デング熱

行政・研究所レベルの検査

遺伝子検査，抗原抗体検査など チクングニア熱，ジカ熱，リケッチア症，
レプトスピラ症など



実際の渡航後発熱患者の見方（例題）



実際の診療を診てみよう！！



Q１
40歳代 ナイジェリア人男性 ナイジェリア（アブジャ）に帰省

40歳代 ナイジェリア人 男性

 ナイジェリア（Abuja アブジャ）に帰省
（VFR）

 雨季で蚊が多く，蚊に多く刺された

 他に曝露歴なし

 マラリア予防薬なし

 潜伏期間10-40日 発熱（39.5℃），悪寒，
頭痛，下痢



動物接触歴

媒介生物 疾患

蚊 ハマダラカ
（Anopheles)

マラリア，フィラリア

ヤブカ(Aedes) 黄熱，デング熱，チクングニア熱，ジカ熱，ウエストナイル熱，
リフトバレー熱，東部ウマ脳炎，ベネズエラウマ脳炎

イエカ(Culex) 日本脳炎，ウエストナイル熱，セントルイス脳炎，西部ウマ脳
炎

ダニ ライム病，エーリキア症，ダニ媒介性脳炎，ダニ媒介性回帰熱，
リケッチア症，クリミアコンゴ出血熱，Q熱，野兎病，バベシア
症等，SFTS，ハートランウイルス感染症，オムスク出血熱，コ
ロラドダニ熱，ポワッサンウイルス感染症，キャサヌル森林病

ハエ ツェツェバエ アフリカトリパノソーマ病（アフリカ睡眠病）
サシチョウバエ リーシュマニア症，オロヤ熱（カリオン病）
ブユ
（blackfly）

オンコセルカ症

その他 蠅蛆症
シラミ シラミ媒介性回帰熱，塹壕熱，発疹チフス
ノミ ペスト，スナノミ症，発疹熱
サシガメ アメリカトリパノソーマ（シャーガス病）

節足動物か
ら感染しう
る感染症

「新訂第4版 感染症診療の手引き」等を参考に改変



潜伏期間により感染症を推測する

Short （＜10日） Medium（11-21日） Long （＞30日）
・デング熱
・チクングニア熱
・ジカ熱
・黄熱
・マラリア※
・リケッチア症
・インフルエンザ
・COVID19
・ウイルス性出血熱
（2-16日程度）
・レプトスピラ症（3-
14日程度）

・マラリア※
・腸チフス・パラチフス
（7-14日程度）
・麻疹
・トリパノソーマ症
・ブルセラ症（1-4週程
度）
・トキソプラズマ症
・Q熱
・ウイルス性出血熱
（2-16日程度）
・レプトスピラ症（3-
14日程度）

・マラリア※
・結核
・ウイルス性肝炎（A, B, 
C, E）
・類鼻疽
・急性HIV感染症
・住血吸虫
・フィラリア症
・アメーバ肝膿瘍
・リーシュマニア症

※マラリアは7-30日であり，原虫種による．P. falciparumは短く，P. malariaeは長い
（https://www.cdc.gov/malaria/hcp/clinical-features/index.html）

Spira AM. Lancet. 2003; 361; 
1459-69などを参考に改変

本症例
潜伏期間10-40日

https://www.cdc.gov/malaria/hcp/clinical-features/index.html


マラリアリスク



Q１
40歳代 ナイジェリア人男性 ナイジェリア（アブジャ）に帰省

 血液培養提出

 デング熱迅速（－）

 マラリア迅速（Binax now）T1（＋）T2（－）

 鏡検（ギムザ染色）：熱帯熱マラリア 寄生率0.2%

A．熱帯熱マラリア



Q２ 20歳代 男性 インド（デリー）渡航後

20歳代 男

 インド デリー渡航後の発熱で来院

 蚊に数ケ所刺された

 他に曝露歴なし

 症状は，悪寒を伴う発熱（38.5℃，潜
伏期間0-6日），5日遅れて全身に小丘
疹（両腕から体幹，下肢へ）

 麻疹・風疹ワクチンは記録上1回ずつ



動物接触歴

媒介生物 疾患

蚊 ハマダラカ
（Anopheles)

マラリア，フィラリア

ヤブカ(Aedes) 黄熱，デング熱，チクングニア熱，ジカ熱，ウエストナイル熱，
リフトバレー熱，東部ウマ脳炎，ベネズエラウマ脳炎

イエカ(Culex) 日本脳炎，ウエストナイル熱，セントルイス脳炎，西部ウマ脳
炎

ダニ ライム病，エーリキア症，ダニ媒介性脳炎，ダニ媒介性回帰熱，
リケッチア症，クリミアコンゴ出血熱，Q熱，野兎病，バベシア
症等，SFTS，ハートランウイルス感染症，オムスク出血熱，コ
ロラドダニ熱，ポワッサンウイルス感染症，キャサヌル森林病

ハエ ツェツェバエ アフリカトリパノソーマ病（アフリカ睡眠病）
サシチョウバエ リーシュマニア症，オロヤ熱（カリオン病）
ブユ
（blackfly）

オンコセルカ症

その他 蠅蛆症
シラミ シラミ媒介性回帰熱，塹壕熱，発疹チフス
ノミ ペスト，スナノミ症，発疹熱
サシガメ アメリカトリパノソーマ（シャーガス病）

節足動物か
ら感染しう
る感染症

「新訂第4版 感染症診療の手引き」等を参考に改変



潜伏期間により感染症を推測する

Short （＜10日） Medium（11-21日） Long （＞30日）
・デング熱
・チクングニア熱
・ジカ熱
・黄熱
・マラリア※
・リケッチア症
・インフルエンザ
・COVID19
・ウイルス性出血熱
（2-16日程度）
・レプトスピラ症（3-
14日程度）

・マラリア※
・腸チフス・パラチフス
（7-14日程度）
・麻疹
・トリパノソーマ症
・ブルセラ症（1-4週程
度）
・トキソプラズマ症
・Q熱
・ウイルス性出血熱
（2-16日程度）
・レプトスピラ症（3-
14日程度）

・マラリア※
・結核
・ウイルス性肝炎（A, B, 
C, E）
・類鼻疽
・急性HIV感染症
・住血吸虫
・フィラリア症
・アメーバ肝膿瘍
・リーシュマニア症

※マラリアは7-30日であり，原虫種による．P. falciparumは短く，P. malariaeは長い
（https://www.cdc.gov/malaria/hcp/clinical-features/index.html）

Spira AM. Lancet. 2003; 361; 
1459-69などを参考に改変

本症例
潜伏期間 0-6日

https://www.cdc.gov/malaria/hcp/clinical-features/index.html


Q２ 20歳代 男性 インド（デリー）渡航後

 マラリア 迅速検査（Binax now）（－），XN-31（－）

 デング熱        迅速検査（－） → 念のため国立感染症研究所に検体提出

 血液検査 WBC 2500,  Plt  11万,   CRP 2

 血液培養提出

→状態は悪くないので，カロナール処方帰宅．有事再診



Q２ 20歳代 男性 インド（デリー）渡航後

後日，国立感染症研究所よりチクングニアウイルス陽性の連絡
（他提出していた麻疹・風疹PCR，パルボウイルス検査 陰性）

A. チクングニア熱



チクングニア熱

 90％の患者で四肢の関
節が影響を受ける（疼
痛，腫脹）

 20-80%で丘疹性紅斑
などの皮疹が現れる

（日本感染症学会 クイックリファレンス）

※本症例は関節症状はなかった

https://www.ecdc.europa.eu/en/chikungunya-monthly



Q３ 30歳代 男性 中国（黒竜江省）渡航後

【30歳代 男性】
 中国黒竜江省に1週間旅行
 直接触れ合う機会はなかったが，

近くにいるヒツジ・ヤギ等がい
る環境で家畜の肉を食べた

 帰国後1週間程後に発熱．夜間
に熱が出るが数か月放置してい
たが精査目的に来院

 症状は熱のみ（潜伏期間7-14
日）



動物接触歴

動物から感染し
うる感染症

動物 感染症
イヌ トキソカラ症（イヌ回虫症），単包虫エキノコッカス症，カプ

ノサイトファーガ感染症
ネコ ネコひっかき病，トキソプラズマ，トキソカラ症（ネコ回虫

症），パスツレラ感染症
サル Bウイルス，エボラ出血熱，マールブルク病
ネズミ ペスト，レプトスピラ，ラッサ熱，ハンタウイルス感染症（腎

症候性出血熱，ハンタウイルス肺症候群），鼠咬症
コウモリ マールブルグ病，ニパウイルス感染症，リッサウイルス感染症，

ヒストプラズマ症
哺乳類 狂犬病，Q熱(ネコ，ウシ，ヒツジなど)，多包虫症エキノコッカ

ス（キツネ），MERS（ラクダ），野兎病（ウサギ等），炭疽症
（ウシ，ウマ等），ブルセラ症（ウシ，ヒツジ，ブタ，イヌ
等），アライグマ回虫症（アライグマ），ヘンドラウイルス感
染症（ウマ）

鳥 オウム病，クリプトコックス症
その他 サルモネラ症（爬虫類，鑑賞魚） 等

「厚生労働省 動物由来感染症ハンドブック2013」等 参考に改変

本症例
ヒツジ・ヤギ 等



潜伏期間により感染症を推測する

Short （＜10日） Medium（11-21日） Long （＞30日）
・デング熱
・チクングニア熱
・ジカ熱
・黄熱
・マラリア※
・リケッチア症
・インフルエンザ
・COVID19
・ウイルス性出血熱
（2-16日程度）
・レプトスピラ症（3-
14日程度）

・マラリア※
・腸チフス・パラチフス
（7-14日程度）
・麻疹
・トリパノソーマ症
・ブルセラ症（1-4週程
度）
・トキソプラズマ症
・Q熱
・ウイルス性出血熱
（2-16日程度）
・レプトスピラ症（3-
14日程度）

・マラリア※
・結核
・ウイルス性肝炎（A, B, 
C, E）
・類鼻疽
・急性HIV感染症
・住血吸虫
・フィラリア症
・アメーバ肝膿瘍
・リーシュマニア症

※マラリアは7-30日であり，原虫種による．P. falciparumは短く，P. malariaeは長い
（https://www.cdc.gov/malaria/hcp/clinical-features/index.html）

Spira AM. Lancet. 2003; 361; 
1459-69などを参考に改変

本症例
潜伏期間 7-14日

https://www.cdc.gov/malaria/hcp/clinical-features/index.html


Q３ 30歳代 男性 中国（黒竜江省）渡航後

 血液検査ではWBC3000，CRP1.5，LDH300，肝機能/腎機能障害なし
 CTでは脾腫のみ
 血液培養提出…



Q３ 30歳代 男性 中国（黒竜江省）渡航後

 血液培養からBrucella militensisが発育
 あとで伝え聞いた情報では現地では「ブ」(？)と呼ばれる感染病が流行って
いたと

A. ブルセラ症



Q４ 30歳代 女 インド（デリー） 渡航後

【30歳代 女】
 仕事でインドのデリーに1週間．屋内での会

議に参加がメイン
 滞在中からの1日10回の水様性下痢，喫食

時の嘔気で来院（他症状なし．Vital 正常）
 下痢・嘔気の潜伏期間は0-3日．下痢の持続

期間は5日
 屋台では食事しないが，地元の”普通のレス

トラン”で会食したと
 他曝露歴なし



Q４

本症例
水様性下痢，嘔気

小腸型 大腸型
機序 非炎症性（エンテロトキシン、

上皮吸着・表面的な浸潤）
炎症性（侵襲性、細胞毒素）

部位 上部小腸 大腸
便 水様便 少量の血便，粘液便
便中白血球 なし 多核白血球
随伴症状 嘔気・嘔吐 渋り腹，下腹部痛，発熱
原因微生物 【ウイルス】

ロタウイルス, ノロウイルス
【細菌】
赤痢菌
腸管侵入性大腸菌（EIEC)
腸管出血性大腸菌（EHEC）
Salmonella enteritidis
Vibrio parahaemolyticus
Clostridioides difficile
Campylobacter jejuni
Entamoeba histolytica
Yersinia

【細菌】
毒素原性大腸菌（ETEC）
腸管病原性大腸菌（EPEC）
腸管凝集性大腸菌（EAEC）
Clostridium perfrigens
Bacillus cereus
Staphylococcus aureus
Vibrio cholerae
Aeromonas hydrophia
Plesiomonas shigelloides
【原虫】
Giargia lamblia
Cryptosporidium parvum
Cyclospora cayetenensin
Microsporidia



渡航者下痢症

潜伏期間 病原体
～24時間 毒素型
～1週間 ウイルス・細菌
1～2週間 or それ以上 寄生虫

持続期間 原因
急性下痢症 ≦14日 ウイルス，細菌が主
持続性下痢症 ＞14日 寄生虫が主
慢性下痢症 ＞30日 非感染性，薬剤性，過敏性腸症候群，機能性下痢，

炎症性腸疾患，吸収不良症候群…が主

 潜伏期間による鑑別

 持続期間による鑑別

本症例は潜伏期間0-3日

本症例は持続期間5日



Q４ 30歳代 女 インド（デリー） 渡航後

 小腸型の潜伏期1週間以内の急性の下痢症→細菌・ウイルス性疑い
 便培養提出



Q４ 30歳代 女 インド（デリー） 渡航後

便培養
→Vibrio species陽性

そのため，PCR検査実施
→Vibrio cholerae検出

A．コレラ



世界におけるコレラの状況
 メインの流行地はアフリカ
（近年はイエメンで大きなアウトブレイクあり）
（WHOはデータについては不完全，過小評価の可
能性について言及)

WHO



インドにおけるコレラの状況

 報告数は過小評価の可能性が高い（検査や報告システムの不備
等による） 

Int J Environ Res Public Health. 2022 May; 19(9): 5738.

J Infect Dis . 2021 Dec 20;224(12 Suppl 2):S710-S716



最近話題になっている渡航関連感染症



 2022年5月以降に日本を含む世界的なmpoxの流行はクレードⅡb
によるものと報告されている

 クレードⅡによる感染例の死亡例は1％程度であるのに対し，ク
レードⅠによる感染例の死亡率は10％程度であると報告されてい
る

 2023年，コンゴ民主共和国で新種の「クレードⅠb」が報告され、
以降コンゴ民主共和国および近隣諸国で報告例が増加している

 2024年8月14日，WHO のテドロス局長は，Mpox がコンゴ民主共
和国 (DRC) およびアフリカの多くの国々で急増しているのを受け，
国際保健規則 (2005) (IHR) に基づく『国際的に懸念される公衆衛
生上の緊急事態 : PHEIC : public health emergency of 
international concern』を宣言した

 クレードⅠについては今まで性感染は報告されていなかったが、ク
レードⅠbについては性感染の可能性が指摘されている

 インドやドイツなどで輸入症例が報告されている

Mpox Ⅰb



 一本鎖RNAウイルスであるオロプーシェOropoucheウイルス
（1955年にトリニダード・トバゴのVega de Oropoucheとい
う村の症例から初めて分離された）による

 ヌカカ（Culicoides paraensis）やネッタイイエカ（Culex 
quinquefasciatus）による吸血

 アルボウイルス感染症と類似した症状（発熱，頭痛/眼窩後部
痛，倦怠感，筋肉痛，関節痛など）

 潜伏期間3-8日程度
 元々南アメリカとカリブ海に存在していたが，2023年12月以

降，特にブラジルを中心に症例報告が増加し，2024年の報告
数は合計10,000件を超えた（2024年には，ブラジル，ボリビ
ア，コロンビア，キューバ，ガイアナ，ペルー，ドミニカ共和
国のラテンアメリカ・カリブ海地域の7カ国で，市中感染型の
オロプーシェ熱が報告)

 輸入症例は，米国，カナダ，イタリア，スペイン，ドイツなど
で報告されている

 性行為による感染のリスクが指摘されている

オロプーシェ熱（Oropouche fever）
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